
【別紙３】

事業名：クリエイター・エンタメスタートアップ創出事業費補助⾦

（採択事業者）
事業者名 法⼈番号 提案価格 分野

株式会社マーベラス 3010701022537 195,326,771円 ゲーム
株式会社NOTHING NEW 8011001147326 199,994,000円 映像
株式会社CANTEEN 6011003010277 99,947,245円 ⾳楽
株式会社アブストラクトエンジン 5010401063400 100,000,000円 アート
株式会社インフォバーン 8011001106249 99,998,975円 ファッション

（提案事業者名）
株式会社BACKSTAGE（ゲーム分野）
株式会社BACKSTAGE（ゲーム分野）
株式会社マーベラス（ゲーム分野）
株式会社NOTHING NEW（映像分野）
株式会社stu（映像分野）
株式会社BACKSTAGE（⾳楽分野）
株式会社CANTEEN（⾳楽分野）
株式会社Sun Asterisk（⾳楽分野）
株式会社読売広告社（⾳楽分野）
ATAMI ART LINK DAO（アート分野）
株式会社BACKSTAGE（アート分野）
株式会社アブストラクトエンジン（アート分野）
株式会社BACKSTAGE（ファッション分野）
株式会社インフォバーン（ファッション分野）

（審査委員属性）
⼤学教授
学識経験者
⼤学教授
⼤学教授
独⽴⾏政法⼈職員
※審査委員の属性と下記にある委員の順番は対応していない

（採点結果）

提案事業者名 委員A 委員B 委員C 委員D 委員E 合計
事業者A - - - - - -
事業者B - - - - - -
株式会社マーベラス（ゲーム分野） 132/183 110/183 147/183 157/183 147/183 693/915
株式会社NOTHING NEW（映像分野） 132/183 102/183 135/183 165/183 122/183 656/915
事業者C 102/183 110/183 105/183 129/183 132/183 578/915
事業者D - - - - - -
株式会社CANTEEN（⾳楽分野） - - 129/183 127/183 132/183 388/549
事業者E - - - - - -
事業者F - - 124/183 141/183 118/183 383/549
事業者G 67/183 85/183 87/183 155/183 84/183 478/915
事業者H - - - - - -
株式会社アブストラクトエンジン（アート分野） 145/183 117/183 129/183 152/183 100/183 643/915
事業者I - - - - - -
株式会社インフォバーン（ファッション分野） 104/183 90/183 147/183 155/183 102/183 598/915

提案事業者名
申請者の応募資格は満

たしているか。
提案内容が交付の対象

となりうるか。
提案内容が交付の対象

となりうるか。

提案内容が本事業の⽬
的に合致しており、特
定のコンテンツ等に⽀
援対象が偏重する恐れ

がないか。

事業の実施⽅法、実施
スケジュールが現実的

か。

事業を遂⾏するための
資⾦⼒、資⾦調達能⼒

を有しているか。

間接補助事業者以外へ
の事業成果の波及効

果・規模及び事業完了
後の事業性成果の継続
性が⾒込まれるか。

事業の実施⽅法等につ
いて、本事業の成果を
⾼めるための効果的な
⼯夫が⾒られるか。

本事業の関連分野に関
する知⾒を有している

か。

本事業を円滑に遂⾏す
るために、事業規模等
に適した実施体制を

とっているか。

コストパフォーマンス
が優れているか。ま

た、必要となる経費・
費⽬を過不⾜無く考慮
し、適正な積算が⾏わ

れているか。

過去に類似の事業を実
施した実績があるか。

事業全体の企画及び⽴
案並びに根幹に関わる
執⾏管理部分につい

て、委託・外注を⾏っ
ていないか。

業務管理費に対する委
託・外注費の額の合計
の割合が５０％を超え
ていないか。超えてい
る場合は、相当な理由

があるか。

賃上げの取組をしてい
るか。

ワーク・ライフ・バラ
ンスの取組をしている

か。
合計

事業者A × × × - - - - - - - - - - - 0

事業者B × × × - - - - - - - - - - - 0

株式会社マーベラス（ゲーム分野） 適 適 適 適 適 130 140 150 65 48 100 30 30 0 0 0 693

株式会社NOTHING NEW（映像分野） 適 適 適 適 適 110 120 140 60 74 92 30 30 0 0 0 656

事業者C 適 適 適 適 適 110 110 130 60 56 52 30 30 0 0 0 578

事業者D × × × - - - - - - - - - - - 0

株式会社CANTEEN（⾳楽分野） 適 適 適 適 適 80 80 80 35 36 42 20 15 0 0 0 388

事業者E × × × - - - - - - - - - - - 0

事業者F 適 適 適 適 適 60 70 70 30 34 52 10 15 24 12 6 383

事業者G 適 適 適 適 適 50 70 110 45 76 64 34 29 0 0 0 478

事業者H × × × - - - - - - - - - - - 0

株式会社アブストラクトエンジン（アート分野） 適 適 適 適 適 120 120 140 75 56 82 28 22 0 0 0 643

事業者I × × × - - - - - - - - - - - 0

株式会社インフォバーン（ファッション分野） 適 適 適 適 適 110 100 120 60 66 82 30 30 0 0 0 598

（評価コメント）
提案事業者名

株式会社マーベラス（ゲーム分野）

株式会社NOTHING NEW（映像分野）

株式会社CANTEEN（⾳楽分野）

株式会社アブストラクトエンジン（アート分野）

株式会社インフォバーン（ファッション分野）

・前⾝でもある「みらいのファッション⼈材育成プログラム」の採択事業者であり、事業終了後も継続した波及効果が期待できる。実施のための協⼒体制も整っており、実施に向けたスケジュールや詳細な計画なども⼗分に考えられている。外注⽐率もそれほど⾼くなく。基幹的な部分は事業者が実施する予定としている。
・メディアをもっている該当社であれば⼤学連携し、出してきたクリエイター作品の広報機能も担保できてよい選択と思われます。
・計画に特段の問題は⾒られない。地域⽂化やデジタル技術に⽴脚した公募を⾏う点に⾯⽩みがあり、京都の⼤学や⽼舗企業を巻き込む座組にも光るものがある。経産省予算での⼈材育成事業の実績がよいものであれば信頼に⾜る提案と⾒られる。
・事業⽬的に即し、具体的かつ包括的で、概ね必要⼗分な提案がなされているものと評価する。
・メンタリングと事業進捗の共有⽅法に⼯夫がみられる点を評価する。
・地域⼈材含め⼀定のメンターが確保されているが、海外⼈材も確保できるとなおよいのではないか。京都でプログラムの⼀部を実施する趣旨が今⼀つ読み取れなかった。

公募審査（採択）結果の公表

令和7年2⽉18⽇

コメント

・本事業を経て国内外への波及効果も⾼いと考える。昨年度類似の事業実績（創⾵）があり、安定的な運営が期待できる。
・事業の流れや具体性は⼗分。実施体制やメンターも揃い、本事業に関する実績も備えている。
・インディーゲームのパブリッシャーとして⼗分な実績があり、有望な選定先だと思います。
・事業⽬的に即した、具体的かつ包括的な提案がなされているものと評価する。
・スタートアップ企業に対する毎⽉のメンタリング等、実施効果を⾼める⼯夫がある者と評価する。
・メンター陣も豊富、網羅的で、海外展開⽀援メニューも盛り込まれている。

商務・サービスグループ
⽂化創造産業課

・事業⽬的に即した、具体的かつ包括的で実現可能性のある提案がなされているものと評価する。
・事業完了後にも作品発表の場を提供する構想がある点で、事業成果の継続性が期待できるものと評価する。
・プロダクトづくりやアワードといった波及性が⾼いものではなく、あくまで「レクチャー」という点の刺激になる事業というところは課題を感じるが、会社実績など含めると該当社が事業運営を⾏うことでの本プロジェクトへのブランディング効果も含めて意義はあることと感じます。
・メディアアートという切り⼝で採択者向けのワークショップも予定されており、発表の場も国内外含め検討されている。また外注費の割合の⾼さも気になる。

・⾳楽並びに関連分野におけるアーティストマネジメントの実績もあり、スタートアップ⽀援の実績もある。計画は綿密に練られており⽀援体制も⼗分に準備されている。類似事業の実績については、⼈材育成部分は事業提案者に、経済産業省事業は外注事業者が有しているため、コンソーシアム全体を考えれば事業実施には⽀障は少ないものと考える。
・事業⽬的に沿って、概ね必要⼗分な提案がなされている。
・外部審査員の構成について機能別に選定する点を肯定的に評価した。
・中⻑期的施策の中に明⽰的に本事業を位置付けた取り組みを肯定的に評価した。

・令和5年度に創⾵事業を受託。幅広い分野のアーティスト⽀援の実績がある。⼈材育成、作品の完成という点での実績は評価できる。制作者として海外映画祭等への出展など、当事者視点での制作者⽀援がある点は特徴的である。海外への展開などを含む旧来とは異なるビジネスのアクセラレーションには強みがあると考える。昨年度の類似事業における評価を加味したうえで評価すると良い。
・すでに昨年度の実施実績もあり、ベンチャーながらネットワークやメンター実績、様々な作品を⽣み出せると思う。
・事業⽬的に即した必要⼗分な提案がなされているものと評価する。
・過去の実績を踏まえた改善提案がある点を肯定的に評価する。
・スタッフの能⼒・厚みと、それを軸とするメンターなどのサポート体制が魅⼒的に映る。作る・届ける・稼ぐの⾻組みも確かなものに⾒える。


